
ベストプラクティステンプレート：
インテークガイド
テンプレート使用説明
· 目的：このテンプレートは、Office on Violence Against Women（女性に対する暴力への対策局、OVW）暫定的住居（TH）プログラムの利用が認められたサバイバーと最初の話し合いをする擁護者のガイドとして使用できます。この話し合いの目標は、サバイバーが最も求めるニーズについて知ることです。またサバイバーにあなたのことを知ってもらい、あなたの役割を理解してもらうための歓迎の場を提供します。
· テンプレートの使い方：ニーズや業務に合わせて自由にお使いください。プログラムに合わせて文言を変更してください。この指示ページはテンプレートを住居申込者に使用する前に削除してください。また灰色表示の注意事項も削除してください。ハイライト表示のテキストを各プログラムの情報に差し替えてください。
· 基本ルールとして、個人を特定するような情報はサバイバーのファイルに収集、保管しないでください。プログラムのファイルは、裁判所命令を受けたり、ファイルの機密性やプライバシーが侵害されたりする可能性があります。つまり、収集した情報がサバイバーの生活に有害な影響を及ぼす可能性があります。保管する記録は最小限にすることをおすすめします。
ここからがテンプレートになります
[AGENCY LETTERHEAD]
滞在中に支援できる方法について
パート1：どのようなサービスを望みますか？
1) 今現在、あなたが最も求めるニーズは何ですか？ あなたの生活について、まずどの部分について話したいですか？
___________________________________________________________

____________________________________________________________

____________________________________________________________

____________________________________________________________

2) どのようなサービスを望みますか？ 私たちに知らせたい情報はなんでも共有してください。
____________________________________________________________

____________________________________________________________

____________________________________________________________

パート2：安全計画
3) 最近、安全計画を立てましたか？ ❑  はい    ❑  いいえ   
安全計画はあなたの安全に関するニーズを満たしていると感じますか？
❑  はい    ❑  いいえ   
新しい安全計画を作りたいですか？ ❑  はい    ❑  いいえ   
4) その他の懸念事項について話したいですか？ あなたの扶養家族やペット、その他の人の安全について心配していますか？
___________________________________________________________

___________________________________________________________

5) あなたを傷つけた人や物事について、他に話したいことはありますか？ こちらに記入してください。
___________________________________________________________
パート3：あなたの基本的なニーズや金銭のニーズについて
6) 住居以外に、その他の基本的なニーズ、金銭的なニーズ、または今すぐ満たす必要のある目標はありますか？ ❑  はい    ❑  いいえ   
パート4：その他の支援
7) もっと気持ちが落ち着いてから、私たちの支援が必要なことがあれば、なんでもご相談ください。
私たちが支援できることの例を次に挙げます。
· 恒久的な住居
·  仕事
· 教育 
· 法的支援と紹介 
· チャイルドケア 
· 家計の支援など 
滞在する間にあなたがやり遂げたい目標やプロジェクトを支援いたします。準備ができたら、お知らせください。
本プロジェクトは、U.S. Department of Justice（米国司法省）Violence Against Women Office（女性に対する暴力への対策局、OVW）から付与された助成金番号2017-TA-AX-K070の支援を受けています。本刊行物、会議の議題、または製品で表明された意見、発見、結論、または提言は著者のものであり、必ずしもDepartment of Justiceの見解を反映するものではありません。

